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SIDS in HPV programme & CCAP 
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初期評価プロファイル（SIAP） 
 

3‐メチルブタナール（イソバレル アルデヒド）  

 

物質名：Butanal,3-methyl-；Isovaleraldehyde  

化学式：C5H10O  

CAS No.：590-86-3  

  
勧告  

本物質は現在、追加作業の優先度は低い。  

  
SIAR の結論の概要 

 
ヒトの健康 

イソバレルアルデヒドは不快臭を持つ刺激性液体であり、過剰な量では全てのばく露経路（経口、経皮、

吸入）を通じて身体に吸収される。しかし実際の条件の下では、刺激性と化学的反応性が大量の身体吸収を

妨げるだろう。本物質はアルデヒド脱水素酵素が介在する通常の酸化的経路によりイソバレル酸に生物変換

され、イソバレル酸は中間代謝に取り込まれると思われる。さらに、イソバレルアルコール（3‐メチルブタ

ノール）からイソバレル酸と、一時的ではあるがイソバレルアルデヒドが生じるらしい。このような理由か

ら、イソバレルアルコールならびにイソバレル酸の毒性データもイソバレルアルデヒドの全身影響の評価（タ

ンパク質反応性アルデヒド機能を介さない毒性について）に役立つだろう。  

 
イソバレルアルデヒドは経口・経皮・吸入ばく露後に一般に低い急性毒性を持ち、眼に対して明らかな刺

激性を、皮膚に対しては閉塞条件下で強い刺激性を持つ。本物質は強力な感作物質ではないと考えられ、こ

れは分子中に 1 個のアルデヒド基を持つ脂肪族アルデヒドに共通な観察であり、構造的類似アルデヒドの n

‐ブチルアルデヒド、n‐バレルアルデヒド、2‐メチルブタナールの動物データが陰性であることにより裏

付けられる。動物の反復ばく露試験（亜慢性毒性）はイソバレルアルデヒドについては存在しない。しかし

ながらアルデヒド類の毒性プロファイルが比較的類似していることから、プロピオンアルデヒド、n‐ブチル

アルデヒド、イソブチルアルデヒドのような他の構造的類縁アルデヒドの研究で得られたデータと結果に基

づいて、これらのエンドポイントを推定することができる。試験されたアルデヒドの全身影響については、 

> 600 mg/kg bw（n－ブチルアルデヒド）で血液に影響を持つため、経口摂取のNOAELは300mg/kgである。

吸入の場合、全身毒性の NOAEL は≧150ppm である。認められる影響は、雌ラットにおいて750 ppmで

摂餌量の低下があった（プロピオンアルデヒド）；全身影響については、ラットにおいて最高濃度2,000 ppm

まで認められなかった。4,000及び8,000 ppmで、体重抑制及び死亡がラットにおける13週間及び2年間の試

験で認められた（イソブチルアルデヒド）。代謝前駆体（3‐メチルブタノール）において、最高用量1,250 mg/kg

（飲水、ラット）で唯一の影響が血液影響であった。刺激性に関しては、分子の大きさ、水への溶解度、log 

Pow との明らかな相関性が存在し、イソバレルアルデヒドの NOAEL は＞51ppm であると考えられる。ブ

チルアルデヒドはプロピオンアルデヒドよりも明らかに低い刺激性を示す。イソバレルアルデヒドの遺伝毒
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性が in vitro で試験され、エイムス試験で陰性であり、ヒトリンパ球の姉妹染色分体交換率（SCE 率）に

ついては不確かな結果が示された。本物質はBacillus subtilis試験（Rec-Assay）においてDNA障害作用を示

さなかった。100 mg/kg body weightまでの用量における腹腔内投与後、マウス小核試験では、有糸分裂の流

れにおいて染色体異常誘発及び染色体分配機能異常に関して明らかに陰性であった。したがって、遺伝毒性

の懸念はない。現在のところ、イソバレルアルデヒドの発がん性の懸念は無い。イソブチルアルデヒドの実

験で、腫瘍誘発以外の影響の LOAEL（最低有害性影響量）は 500ppm であることが示され、この濃度は雌

ラットに弱い局所的影響を及ぼした。 

 
出生前毒性試験がプロピオンアルデヒドについてラットで、イソブチルアルデヒドについてラットで、3‐

メチルブタノール‐1についてラットとウサギで実施された。これらの試験では出生前欠損と重度の全身毒性

は認められなかった。したがってイソバレル酸も出生前毒性を及ぼさないと考えられる。さらにイソバレル

酸は生理的にもロイシンの異化の際に生成する。  

 
毒性学的エンドポイントから導出した NOAEL は、職場ばく露、消費者ばく露、環境からの直接・間接ば

く露の懸念は無いことを示しているが、イソバレルアルデヒドの遺伝毒性を in vivo 試験により明らかにす

る必要があることを忘れてはならない。  

  
環境  

3‐メチルブタナールのlog Kowは1.3、水への溶解度は20g/L、蒸気圧は61hPaである。本物質の高い蒸気圧

に基づくと、イソバレルアルデヒドは水から大気に移動する傾向がある。本物質は底質・土壌に吸着する傾向

はなく、生物相に蓄積する傾向もない。MackayⅠによれば、本物質の標的コンパートメントは大気である。 

 
BOD5/COD（5 日間生物学的酸素要求量/化学的酸素要求量）の比が＞60％であることから、3‐メチルブ

タナールは容易に生分解されると結論できる。  

 
魚類、ミジンコ、藻類の短期試験が入手できた。オオミジンコ Daphnia magna の EC50 は名目濃度で 

210mg/L（24 時間）と 177mg/L（48 時間）であった。イカダモ Scenedesmus subspicatus では、72 時

間試験の EC50 が名目濃度で 80mg/L、EC10 が 33mg/L であった。ファットヘッドミノーPimephales 
promelas による流水試験で、96 時間 LC50 は測定濃度で 3.25mg/L であった。評価係数 1000 を用いて

導出した水生生物の PNEC は 3.3μg/L である。  

  
ばく露  

ドイツにおける 3‐メチルブタナールの生産量は 1,000～5,000 トン/年である。一部が輸出されている

（輸出量に関するデータなし）。輸入量に関する情報は存在しない。本物質は医薬品・農薬・溶剤・軟化剤の

中間体として使用される。消費者ばく露は生じないと思われる。  

  
勧告される今後の研究の性質  

勧告なし  
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 
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［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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